
 

 

 
 
 

           2017 –9– 813号 
 

 
      国 際 会 長 (ＩＰ) Henry Grindheim (ノルウエー) 

“Let Us Walk in the Light－Together ”「ともに、光の中を歩もう」 

“Fellowship across the Border ”「国境なき友情」 

会 長  舟田 正夫       アジア地域会長 (ＡＰ)  Tung Ming Hsiao (台湾)      監 事    松島 美一 

副会長  古賀 健一郎       “Respect Y’s  Movement ”                      ブリテン    古賀 健一郎 

書 記  伊藤 誠彦   「ワイズ運動を尊重しよう 」               野村 郁雄 

会 計  古田 和彦   東日本区理事（ＲＤ）  栗本 治郎（熱海）           担当主事  青木 一弘 

直前会長 金子 功   「広げよう ワイズの仲間 

                  “ Extension Membership & Conservation”  

      湘南・沖縄部部長（ＤＧ）金子 功 （横浜） 

「Y’sの絆を強め、広げよう」 

“ Let ’s  Tighten and Expand the Bonds of  Y’s Men ” 

      横浜クラブ会長 (ＣＰ)   舟田 正夫 

「YMCAとともに！」 

“Together, with YMCA ! “ 
 

 

 <今月の聖句＞      

                   古賀 健一郎 

 

「あなたがたは地の塩である。だが、塩に塩気がなくなれば 

その塩は何によって塩味が付けられよう。もはや、何の役

にも立たず、外に投げ捨てられ、人々に踏みつけられるだ

けである。」 

（マタイによる福音書5章13節） 

今月のひとこと 

「常議員元年」 

 齋藤 宙也  

          今年5月27日、会員総会で常議員候

補者として選任され、6月15日の常議

員会で、同会の末席を汚すことが正式

に決定されました。私はクリスチャン

ではないので、同会の3分の1までを

占めることができる非クリスチャン有

識者（？）枠としての参加です。 

常議員、いつかはやってみたいとは思っていましたが、こ

れほど早くなるとは思いませんでした。 

 熊本の前クラブ在籍中、水前寺幼稚園の運営委員を募集し

ていました。何か勉強になりそうと思い興味はありましたが、

その時点では私は神奈川に戻ることが決まっていたため、立

候補はしませんでした。ともあれ、運営委員というのがある

ことをこの時点で知りました。横浜Ｙのパンフレットを見て、

組織の全体像が見えてきました。そこで、まずはどこかの運

営委員を経験してから常議員になった方が良いかなと思って

いたところ、常議員のポストが先に回ってきました。 

繰り返し申し上げているとおり、私は熊本に行くまでＹＭ

ＣＡとは縁もゆかりもなく、何かキリスト教の団体だろうと

いう、正に一般人のＹＭＣＡに対するイメージを地で行くよ

うな状態でした（もちろん、ワイズメンズクラブに至っては

その存在すら認知せず。）。ワイズに参加し始めたのは 2010

年末からですが、ワイズメンとしての歴史は2014年からです。

僅か3年で、ワイズのこともＹＭＣＡのことも満足に分かっ

ていない中での出発です。 

取りあえず、会員集会で配られた緑色の冊子（全47拠点の

拠点別の近況が分かるもの）を読んで、各拠点の概況だけで

も把握する努力をしました。また、最近は、子供のいる依頼

者にそれとなくＹＭＣＡの宣伝をすることを考えています

（何人かには既にしました。）。これは一ワイズメンとしても

できることですが、常議員の看板を背負った以上、より推進

させたいと思います。 

＜２０１７年８月例会実績＞ 

在籍者 出席者 出席率 B F 

１７名 

（功労

会員１

名を含

む） 

メン     １２名 

メネット   ２名 

コメット   ０名 

ビジター  ５名 

ゲスト   1０名 

合計    2９名 

８１ ％ 

（メーキャップ 

１名を含む） 

 

前月修正出席

率  

今月分 

切手    0 g 

現金     0円 

年度累計 

切手      0 g 

現金     0円 

★ 強い義務感をもとう 義務は全ての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 



 

 

＜９月の行事予定＞ 

強調月間「ユース」 

 

「８月納涼例会報告」 

大髙 治 

日時：8月24日（木）18:00～20:30 

場所：驛の食卓 

出席者：青木、伊藤ﾒﾝ・ﾒﾈ、今村、大江、大髙、押川ﾒﾝ・ﾒﾈ、

金子、古賀、齋藤、舟田、古田、松島  

ビジター：加藤利榮、加藤明子、吉原和子（横浜とつか）、 

佐藤節子（厚木）、髙田一彦（千葉） 

ゲスト：バンド演奏者；井田夫妻、酒井 

    ポエポエフラ；沢村、関口、西山、町井、山田 

    マナ保育園； 古東、迫 

舟田新会長の下、７月の総会に続くビックイベントです。  

古賀ワイズの司会で開始。終始名司会で会を盛り上げて頂き

ました。 

 会長の挨拶、ワイズソング、ワイズの信条の唱和と続き、

松島ワイズの聖句は、「怒りと戒めの多い旧約聖書の中で数少

ない慈悲と愛」のヨナ書からでした。  

 ビジネス報告を簡潔に進め、松島ワイズの食前感謝。 押

川メネ、古賀ワイズのハッピーバースデーを祝い、ゲストを

代表しての加藤ワイズによる乾杯は、「横浜クラブは８７周年。

自分と同い年。大阪クラブ８９年に次ぐ。そのことを祝い、

おめでとう」の発声で食事・歓談へと進みました。 

今村バンドのハワイアン演奏に乗ったポエポエフラのメン

バー５名の息のあったダンスは、今年もまた納涼の夕べを盛

り上げました。遠慮がちなワイズメンズもいつしか次々にダ

ンスに引き込まれ、金子前会長も肩の荷が下りたかのようで

した。マナ保育園ウクレレグループの歌と演奏は幸せな園児

を思い起こさせてくれました。 

千葉クラブに移られた髙田ワ

イズと今村バンドとの共演は、

今後も横浜クラブの納涼会には

なくてはならないものでしょう。 

横浜とつかクラブの吉原ワイズ

の美声とうわさの歌唱力、また

の機会が楽しみです。 

胃の内視鏡手術を終えたばか

りの大髙ワイズは、フラのご婦

人に囲まれて激励を受けました。快復のスピードと免疫力を

一段と高めたことでしょう。皆様への感謝と共に、定期検診

の大切さを付記させて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「横浜ＹＭＣＡ日本語学科 

ビジターセッションに参加して」 

古賀 健一郎 

 日常生活で感じる日本(語）についての疑問に答える機会と

して、横浜ＹＭＣＡの日本語学科の学生とのビジターセッシ

ョンに、7月と 8月の 2回参加した。グループに分かれて、

海外からの学生の方々との率直な意見交換のひとときは、大

変興味深く有意義な時間であった。『挨拶の言葉や時候の表

現』『敬語の使い方の難しさ』『ありがとうの表現』について

日 曜 時間 行 事 内 容 場所 

5 火 17：00 
第78回 

Ｙ－Ｙｓ協議会 
中央ＹＭＣＡ 

14 木 18:30 第一例会 中央ＹＭＣＡ 

 

16 

 

土 

9：30    

～ 

12：30 

第2回ワイズカップ 

幼児チャリティー 

室内サッカー大会 

 

中央ＹＭＣＡ 

16 土 14：30 湘南・沖縄部会 ワークピア 

横浜 

28 木 17：00 横浜クラブ第二例会 中央ＹＭＣＡ 

８月納涼例会に出席された方  々

はい、チーズ 

笑顔の齋藤ワイズ 

コロヘ今村バンドと髙田ワイズ 

 

★ 強い義務感をもとう 義務は全ての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 

はい、チーズ 

皆でワイズソング 



 

 

から始まり、『外国人労働者受け入れをどう思うか』や『日本

のコンビニに成人雑誌コーナーがあり、成人雑誌が目に触れ

るような形で陳列されているのに驚き、疑問に感じる』(特に

複数の女子学生からの指摘)等々、かなり突っ込んだ厳しい質

問も受けながら、より一層の理解を深め合った。 

 日本語学科の学生が、日本で生活する中で感じられた日本

の社会に対する感想や意見を知ることで、学生の方々の置か

れている状況や考え方を、身近な例から理解することができ

た。中国、台湾、インドネシア、フィリピン、ベトナムなど

からの学生が真剣に質問するその眼差しに親しみを覚えた。 

相手の話をしっかり聞いて、質問に答えようと、知ってい

る日本語を懸命に使っていた学生の純粋な気持ちに触れて、

私にとっても大きな学びの場となった。それぞれ異文化の世

界で育った者同士が、意見や考えをぶつけあい語り合うこと

で、相手のことの理解が少しずつ深められていくことを実体

験した。これこそが、今求められている『平和をつくりだす』

原点であると思う。平和とは国と国、人と人が、互いに愛を

もって理解し合うことから実現する。そして、わずかな時間

と小人数での交流の機会でも、その貴重な交流の輪が継続し

て積み重ねられることが大切で、より多くの人たちがそこに

参加し、その輪が広がっていくうちに『平和で人間性の尊ば

れる社会』が自然に築かれていくのだと確信した。 

「コンサート」 

今村 讃 

我がライフワーク「ハワイアン・ウク

レレ」の年間を通じて一番のイベントは

関内大ホールでのコンサートである。今

年 は

1998

年にス

タートして連続 20 回目の

記念すべき年である。毎回

満員の盛況でここ迄続いた

のは皆様の温かいご支援の

御蔭と心より感謝している。

それと企画の独自性であろ

う。ハワイアン＆フラは何

処でもやっているが我がレ

イキングスはそれに＋して

ジャンルの違う一流のバン

ドをゲストに迎えるのが高い評価を得ている。今年はスイス

ヨーデルの本格派エンツィアンを迎えるが、充分にご堪能い

ただけるものと確信している。皆様方のご来場を心よりお待

ちしている。 

「近況報告」 

                   舟田 正夫 

              会社を退職してから時間に余裕が出来

たので、時々夫婦で旅行をしている。今

年はアメリカへ2度行った。3月と6月、

各 1々0日間ほど。息子の1人がニューヨ

ークの近代美術館（ＭＯＭＡ）と同じビ

ルの上層階に住んでいたのでそこに泊め

てもらった。 

朝食は息子が準備してくれる生野菜、トースト、ハム、チ

ーズ、スクランブルドエッグと紅茶。そのあと我 2々 人は時

間をみて美術館、土産品店、書店，教会、近くのセントラル

パークの散歩などをした。昼食は近くで簡単にすませ、夕食

は息子と一緒に食べた。 

音楽会は幸運にもカーネギーホールへ4回行った。そのう

ちの1回はシューマン、マーラーの作品で素晴らしかった、

また、メトロポリタンオペラでは夕食付きでアイーダを見る

ことが出来た。豪華だった。 

ブロードウェイミュージカルは、The Book of Mormonと

Disney Aladdin を見た。言葉はあまり分からないが、The 

Book of Mormonは楽しめた。聴衆が時々笑うところを見る

とおかしなことを言っているのだなと思った。 

ステーキを食べたくて、1885年創業のKeens Steakhouse

へ立ち寄った。客は全部がアメリカ人、誕生日を祝う人たち

がいて大声で愉快に食べていた。シャトーブリアンと血の流

れるようなローストビーフはうまかった。別の日に、ギリシ

ャレストランMilosで大きなロブスターとパスタを賞味。こ

こでもアメリカ人達はワイワイ言いながらたべていた。アメ

リカ人の楽しみ方なのか。 

2004年からニューヨーク・ボストン・ワシントンDCへこ

れで合計6回遊びに行ったが、ニューヨークは活気にあふれ、

ボストンはこじんまりとして落ち着きがあり、ワシントン

DCは明るい役所街と言った感じである。 

今年はあと1回乾季にタイのバンコクへ行く予定である。 

「加藤邸納涼会報告」 

伊藤 誠彦 

8月22日、恒例の加藤邸納涼会が、横浜とつかクラブ・鎌倉ク

ラブの合同例会を兼ねて開催されました。 

ゲスト・ビジターを含め 55名の参加を得て開始されました。千

葉鎌倉クラブ会長の開会点鐘と挨拶、金子湘南・沖縄部長挨拶

に続いて兵藤芳朗氏の鎌倉クラブへの入会式が、田中義宣ワイ

ズの司式により行われました。 

入会式の後は、いつもながら加藤さんのご家族をはじめとし

て用意して下さった数々の料理に舌鼓をうちながら、あちこちで

歓談の輪が広がり、楽しい納涼会となりました。 

今年は20回目の納涼会だそうです。第一回目は20年前です

から、98年8月ということになります。一口に20年と言っても、長 

★ 強い義務感をもとう 義務は全ての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 

日本語学校ビジターセッションの様子 



 

 

い歴史を持つ横浜クラブの現会員のうち、当時から継続して 

在籍されている方は、高杉ワイズ、今村ワイズ、神村ワイスの僅

か 3名しかいらっしゃいません。 

20 年もの間、一回も途切れることなく、それも個人のお宅で、

毎回数十人の参加者を得て継続されてきたことは、驚嘆に値し

ます。加藤さんのお人柄は勿論のこと、ご家族の協力がなけれ

ば、また、天候にも恵まれなければ成し遂げられません。まこと

に、快挙の一言です。 

横浜クラブからの参加者は、伊藤メン・ﾒﾈ、今村、大江、金子、

古賀、齋藤、田口、舟田の9名でした。 

 

  

 

担当主事 青木 一弘 

■市民フォーラム～若者の未来づくりを応援する～ご案内 

かながわ生き活き市民基金主催講座のご案内です。横浜Ｙ

ＭＣＡも協賛しております。ご都合のつく方はぜひご参加く

ださい。 

講演：鈴木和樹さん 『地域の社会資源を活用した「食と職

と住まい」の支援』 

パネルディスカッション 「神奈川発!若者希望社会へ」 

日 時：9月24日（日）13:30～16:30 

場 所：ユニコムプラザさがみはら セミナールーム 

最寄駅:小田急線相模大野駅 

参加費：無料/先着150名（要申込み） 

申 込：（公財）かながわ生き生き市民基金+フォーラム実行

委員会 TEL.045-620-9044 

 

■ 横浜中央ＹＭＣＡ｢ウエルカムフェスタ｣のご案内 

今年も、11月23日に「 ウエルカムフェスタ」を予定し

ています。

フェスタ

は「国

際・地域

協力募

金」のた

めに行わ

れる活動

です。収

益はすべ

て海外・地域支援、東日本大震災や熊本地震といった災害の

復興支援に用いられます。「私には何ができるだろう」その

想いが世界を変える力になります。今年度もご協力お願い致

します。 

 

開催日時：11月23日（木・祝）10：30～14:30 

内容：バザーや模擬店などＹＭＣＡ国際・地域協力募金の 

   ための寄付イベント 

 

※ウエルカムフェスタではバザーの献品を募集します。献品

いただけるものがありましたらご協力お願いいたします。 

（新品・未使用）日用品・雑貨・タオル・靴・衣類・食器・

調理雑貨など 

（未開封・賞味期限内）缶詰・瓶詰・酒・飲料・お茶・コー

ヒー・調味料・食用油など 

（開封・使用後で新品同様）書籍・ゲームソフト・ＣＤ・Ｄ

ＶＤ・バッグ・小物など 

（次のものはお預かりできません） 

遊んだぬいぐるみ・壊れた玩具・家具・電化製品・着用し

た衣類・布団など 

 

 １０月 の 行 事 

日 曜 時間 行 事 内 容 場 所 

12 木 18:30 横浜クラブ第一例会 中央ＹＭＣＡ 

14 土 10：00 チャリティーラン 臨港パーク 

26 木 17：00 横浜クラブ第二例会 中央ＹＭＣＡ 
 

 ９月例会プログラム 
 

日時：9月14日 (木) 18:30～20:30  

場所：横浜中央ＹＭＣＡ ５０１号室 

司会：古田ワイズ  

１．開会点鐘および挨拶  ・・・・   舟田会長  

２．ワイズソング・ワイズの信条 ・・ 全員  

３．今月の聖句    ・・・・・・ ・ ・古賀ワイズ 

４．ゲスト・ビジター紹介 ・・・・ ・舟田会長  

５．食前感謝   ・・・・・・・・・・古賀ワイズ  

６．食事    

７．卓話 「ネパールに関する話」井上 節子氏  

 NPO法人「シニアボランティア経験を活かす会」監事 

８．ビジネス・報告  ・・・・・・  舟田会長、他 

９． Happy Birthday :該当者なし 

１０．閉会点鐘      ・・・・・・・・舟田会長  

                     例会報告：舟田ワイズ 

当ブリテン及び横浜ワイズメンズクラブに関するお問い合 

わせは、ＹＭＣＡ青木一弘にご連絡下さい。  

メール aoki_kazuhiro@yokohamaymca.org  

電話  ０４５－６４１－５７８５ 

ＹＭＣＡ

だ よ り

ＹＭＣＡ

だ よ り

★ 強い義務感をもとう 義務は全ての権利に伴う ★ 

納涼会出席者 

加藤邸納涼会の様子 

昨年のフェスタの様子 


